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高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+δ (Bi2212)単結晶上に形成された積層固有ジョセフソン接合からな

るメサ構造[1]はテラヘルツ光源として研究がなされ、2013年には複数のメサ構造を同時にバイ

アスするアレイ化によって 0.6 mWという出力を達成した[2]。この発振器の原理は、主にジョセ

フソン効果とメサ構造の空洞共振効果によると考えられているので、共振モードから推定される

メサ構造表面におけるテラヘルツ電流分布の解析は、発振機構の解明および発振器としての特性

の向上のために不可欠である[3]。これまでの研究では、空洞共振モードは放射強度の方位依存性

の測定から推定されていた[4]。しかしながら、この方法では、測定に時間がかかる上に電場の回

転方向などの情報が失われ、特にアレイ化時の同期発振の詳細な条件は明らかになっていない。

我々は偏光状態を特定するストークスパラメータを求めるために、発振器と検出器の間にワイヤ

ーグリッド偏光子および 1/4波長板(QWP) を設

置した測定系を構築した。この系により高温超

伝導体メサ構造の並列動作時について測定を行

い、表面における電流分布を議論する。 

図 1に短辺 80 μm、長辺 350 μm、高さ 1 μm

の 2 つの長方形メサ構造 b, cを単独動作させた

場合、およびそれら二つのメサ構造を並列動作

させた場合における電流電圧特性を発振検出強

度と併せてプロットした。それぞれ最も高い強

度の発振が得られた場合についてストークスパ

ラメータを測定し、その値から算出した電磁波

の偏光状態について図 2に示す。これから、単

独動作させた場合は楕円偏光となっているのに

対して、並列動作させた場合はほぼ短辺方向の

直線偏光となっていることがわかった。 
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図 1 I-V特性および発振強度 

図 2 測定したメサ構造およびその方向に対する

ストークスパラメータから算出した偏光状態 
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